
 

 

第 4群  4-15 話がまとまらない（有無） 

130 

4－15 

話がまとまらず、 

会話にならない 

評価軸 ：③有無 

1.ない 

2.ときどきある 

3.ある 

(1) 調査項目の定義 

「話がまとまらず、会話にならない」行動の頻度を評価する項目である。 

ここでいう「話がまとまらず、会話にならない」行動とは、話の内容に一貫性がない、話題を次々

と変える、質問に対して全く無関係な話が続く等、会話が成立しない行動のことである。 

 

(2) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

いわゆる、もともとの性格や生活習慣等の理由から、会話が得意ではない（話下手）等のことでは

なく、明らかに周囲の状況に合致しない行動のことである。 
 

◆特記事項の例◆ 

話の内容に一貫性がない、話題を次々と変える、質問に対して全く無関係な話が続く等がある
が、家族の話では、昔からのことであり、明らかに周囲の状況に合致しない行動ではないため、
「1.ない」を選択する。家族は慣れているため特に支障は生じていない。 

 

◆特記事項の例◆ 

今晩の献立を話していると、突然、昔の仕事の話をするなど、会話にならないことが毎日のよ
うにあるため、「3.ある」を選択する。対応しないと機嫌が悪くなるため、家族は、適当に話
をあわせて対応している。 

 

(3) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

介護者である妻の話

では、昔から話の内容

が分かりにくいこと

が多いとのこと。 

「3.ある」 「1.ない」を選択する。 

もともとの性格や生活習慣等の理由から、会話

が得意ではない（話下手）等のことではなく、

明らかに周囲の状況に合致しない行動である

かで選択する。 

 

 

 


